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	　ナイロン素材「ＭＣナイロン」の耐候・摺動グレードにおいて
環境に配慮し、ＰＲＴＲ法指定物質の使用を中止
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日本ポリペンコ株式会社は、切削加工用ナイロン素材「ＭＣナイロン（商品名）」の耐候・摺動グレード「ＭＣ８０１」の充填剤として配合されていた二硫化モリブデンの使用を中止し、９月１日生産分から、特殊グラファイトを充填剤として使用した製品に逐次変更していきます。なお、充填剤の変更に伴う品質面での変更等はございません。

　当社は、三菱樹脂株式会社の関連会社であり、１９６７年に日本で初めて

「ＭＣナイロン」の販売を開始したエンプラ素材のリーディングカンパニーです。「ＭＣナイロン」は、ナイロン６のモノマーであるカプロラクタムを独自の方法によって大気圧下で重合成形することにより、ナイロンの特性を向上させた素材で、優れた機械強度、耐摩耗性、自己潤滑性を有しています。中でも耐候・摺動グレードの「ＭＣ８０１」は、建設機械のスライドプレートや滑車（シーブ）等、屋外で使用される摺動を伴う用途に幅広く使用されています。

この「ＭＣナイロン」の耐候・摺動グレード「ＭＣ８０１」には、充填剤として滑性を向上させる二硫化モリブデンが配合されています。しかし、「二硫化モリブデンおよびその化合物」は、ＰＲＴＲ法の第一種指定化学物質に該当する届出対象物質であることから、自主的に使用を制限することが望ましい物質です。そこで当社は、製品の品質を損なうことなく二硫化モリブデンを廃止すべく、代替品となる添加剤の検討を行ってきました。その結果、特殊グラファイトを添加剤として配合することで、従来の製品と同等の品質が実現できることが確認され、９月１日生産分から順次添加剤の切り替えを実施することとしました。

　当社は、切削加工用ナイロン素材の最大手として、ＩＳＯ１４００１を業界に先駆けて取得するなど、環境に先進的な取り組みを行ってきました。また、製品開発においても、２００４年に主力製品の「ＭＣ９０１」において重金属成分を含む着色剤の使用を中止するなど環境配慮型製品の開発にも積極的に取り組んでいます。今般の添加剤の切り替えは、これらの「環境への配慮」を念頭においた弊社の企業活動の一環であり、今後も継続して取り組んでいく方針です。

【用語解説】

・ＰＲＴＲ法（Ｐｏｌｌｕｔａｎｔ　Ｒｅｌｅａｓｅ　ａｎｄ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｒｅｓｉｓｔｅｒ）

正式名称は「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」。一般的には「化学物質管理促進法」と呼ばれています。環境の保全に係る化学物質の管理に関する国際的協調動向に配慮しつつ、事業者による化学物質の自主的な管理の改善を促進し、環境の保全上の支障を未然に防止することを目的としています。

【日本ポリペンコ株式会社について】

三菱樹脂株式会社とスイスのQUADRANT社との合弁会社です。１９６７年に「ＭＣナイロン」の製造・販売を開始し、金属に代わる新素材として注目を集めました。その後、「ポリペンコアセタール」など品種を増やしながら、エンプラよりもさらに優れた特性を持つハイパフォーマンスプラスチック素材として、「ポリペンコ　ＰＥＥＫ」などの品揃えを充実させ、幅広い用途に最適な材料を供給しています。また最近では、半導体製造装置などのより厳しい条件下に真価を発揮する耐熱グレード、帯電防止グレード等を開発して商品化しています。

【　写真：「ＭＣ８０１」　】

	＜本件に関するお問合せ先＞

日本ポリペンコ株式会社　営業本部　営業企画部
TEL：０３－３２８３－４２５７
http://www.ｐｏｌｙｐｅｎｃｏ.co.jp


